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【特別会計予算の概要】

会  計  名 平成 26年度予算額 平成 25年度予算額 増減

国民健康保険事業 １０，０７０，１３８千円 ９，８４７，５８６千円 ２．３％

事業勘定 ９，９１７，９８５千円 ９，６８６，９８２千円 ２．４％

診療所費 １５２，１５３千円 １６０，６０４千円 △５．３％

住宅新築資金等貸付 ２５，０１７千円 ３０，５０３千円 △１８．０％

駐 車 場 事 業 ３９，０３１千円 ４１，２５６千円 △５．４％

介 護 保 険 事 業 ９，３９９，２６８千円 ９，０５０，２３４千円 ３．９％

農業集落排水事業 ９７５，４１０千円 ２，６４６，６８９千円 △６３．１％

公 共 下 水 道 事 業 ８４１，３６４千円 ７９２，６９５千円 ６．１％

浄 化 槽 事 業 ２２，５７５千円 ２２，３０５千円 １．２％

サ ー ビ ス エ リ ア １３，４６４千円 １４，４３９千円 △６．８％

市街地再開発事業 ０千円 １１，３６８千円 皆減

後 期 高 齢 者 医 療 １，０８１，８２３千円 ９７９，６８７千円 １０．４％

合  計 ２２，４６８，０９０千円 ２３，４３６，７６２千円 △４．１％

＜国民健康保険事業＞

国民健康保険法に基づき、被保険者の疾病、負傷、出産又は死亡に関して必要な保険給

付を行っています。国民健康保険税や国庫支出金などにより運営しています。

また、医療機関の不十分な地域住民の健康保持のため山田診療所・阿波診療所・霧生診

療所を設置しています。

＜住宅新築資金等貸付＞

同和地区の環境整備改善を図るため、同地区住民の住宅の新築などに必要な資金の貸付

事業を行ってきました。現在では貸付は終了し、返済業務と資金貸付の原資として市が借

り入れた市債の償還を行っていますが、償還金額が年々減少しているほか、事務経費の削

減を進めたことで、規模は昨年度に比べ 18.0％の減となっています。

＜駐車場事業＞

市が設置した８か所の有料駐車場の円滑な運営と管理を行っています。

＜介護保険事業＞

介護保険法に基づき、要介護認定を受けた方に対して、さまざまな介護サービスに関す

る給付を行っています。

また、平成 18年度から地域包括支援センターを設け、介護予防に関する事業も行ってい

ます。さらに、平成 26年度からはセンターを３カ所に増設し、相談窓口の充実を図ります。

これらは、主に介護保険料と国庫負担金により運営しています。



＜農業集落排水事業＞

農業用用排水及び公共用水域の水質保全、農業集落の生活環境改善を図るため、し尿及

び生活雑排水の処理にかかる集落排水施設の整備及び維持管理を行っています。

＜公共下水道事業＞

地域の公共用水域の水質保全を図るため、下水道の整備や終末処理場の維持管理を行っ

ています。主に市街地の下水を排除・処理する「公共下水道」と、市街地以外の下水を排

除・処理する「特定環境保全公共下水道」があります。

＜浄化槽事業＞

公共用水域の水質保全と生活環境の改善を図るため、青山地区で浄化槽市町村整備推進

事業により公共設置された合併処理浄化槽について、管理者である市が保守点検などの維

持管理を行っています。

＜サービスエリア＞

名阪国道を利用する人々の利便性の向上と、地域の特産物などを含む商工観光を広く啓

発するため、名阪国道下り線に設置された伊賀サービスエリアの管理・運営を行っていま

す。

サービスエリア内の食堂及び売店などの営業を委託した民間事業者より売上げの一定比

率を収入とし、サービスエリアの維持管理費に充てています。

＜市街地再開発事業＞

都市再開発法に基づき市が施行する市街地再開発事業が平成 25 年度で完了し、平成 26

年３月 31日付けで市街地再開発事業特別会計を廃止するため、皆減となっています。

＜後期高齢者医療＞

75 歳以上（65 歳以上で一定の障がいがあり、広域連合の認定を受けた者を含む。）の後

期高齢医療被保険者の疾病又は負傷に対して必要な医療給付などを実施するための特別会

計です。

被保険者から保険料徴収、資格給付関係の申請・届出の受付、交付等の窓口業務などを

行い、三重県後期高齢者医療広域連合に対し納付金を支払い、医療給付などの事務を県下

で一元化し運営しています。



【企業会計予算の概要】

会  計  名 平成 26年度予算額 平成 25年度予算額 増減

病院事業 ４，５４７，２９３千円 ４，２９３，０９５千円 ５．９％

収益的支出 ４，１２０，９５３千円 ３，８３６，９２２千円 ７．４％

資本的支出 ４２６，３４０千円 ４５６，１７３千円 △６．５％

水道事業 ５，６０７，２７５千円 ５，０５１，６４３千円 １１．０％

収益的支出 ３，２１６，４８２千円 ２，７３６，０１２千円 １７．６％

資本的支出 ２，３９０，７９３千円 ２，３１５，６３１千円 ３．２％

合  計 １０，１５４，５６８千円 ９，３４４，７３８千円 ８．７％

＜病院事業＞

伊賀市立上野総合市民病院を開設し、伊賀市の総合病院として市民の健康保持に必要な

医療を提供しています。

収益的支出の主な内容は、医師、看護師などの給与費や医療にかかる材料費、病院管理

経費などがあります。本年度は、任意であった各種引当金の計上が義務化されるなどした

ため、7.4％の増となります。

資本的支出の主な内容は、医療器械の購入費と企業債の償還金があります。

＜水道事業＞

安全で安心な水道水の安定供給を行うため、浄水施設の維持管理及び整備、老朽水道管

の更新、未給水区域への水道整備を行っています。

収益的支出の主な内容は、浄水場の運転及び維持管理にかかる費用や人件費、企業債の

支払利息などがあります。本年度は、公営企業会計制度改正により減価償却費などが前年

より増えるなどしたため、17.6％の増となります。

資本的支出の主な内容は、配水管更新や浄水施設整備、水道拡張などの建設改良費と企

業債の元金償還金があります。

【企業会計について】

地方公共団体が経営する水道事業及び病院事業は、地方公営企業法に基づき、経理の方

法を企業会計により処理しています。一般会計やその他の特別会計とは異なり、当該年度

の営業に関する収支（水道料金、診療報酬、人件費、物件費、材料費など）を「収益的収

支」、投資的な収支（企業債、出資金、国庫補助金、建設改良費、企業債償還金など）を「資

本的収支」として、２本立ての予算が組まれています。

また、地方公営企業会計制度について、昭和 41 年以来、約 47 年ぶりに大幅な改正が行

われ、本年度の予算から新会計基準に移行されたため、退職給付引当金等の各種引当金の

計上、キャッシュ・フロー計算書の導入などの見直しが行われています。



【財産区特別会計予算の概要】

会  計  名 平成 26年度予算額 平成 25年度予算額 増減

島 ヶ 原 財 産 区 ２７，８６７千円 ２７，８７７千円 ０．０％

大 山 田 財 産 区 ２４，５５３千円 １５，７９４千円 ５５．５％

合  計 ５２，４２０千円 ４３，６７１千円 ２０．０％

＜島ヶ原財産区＞

島ヶ原財産区は、旧島ヶ原村が過去の災害を教訓として保全してきた山林などの管理造

成のために設置されています。主にゴルフ場への土地貸付収入により運営しています。

財産区が所有する山林などは合計で約 410ha あり、保安林 216ha、山林 91ha、雑種地な

ど 103ha で構成されています。

＜大山田財産区＞

大山田財産区は、旧大山田村の住民を中心に保全、継承してきた山林などの管理造成を

行うため設置されています。主に土地貸付収入と独立行政法人「森林総合研究所」からの

水源林造成事業の受託事業収入により運営します。

財産区が所有する山林などは合計で約 191ha あり、保安林 118ha、山林 49ha、原野 24ha

で構成されています。

【財産区について】

財産区は地方自治法により法人格が認められた「特別地方公共団体」です。財産区の権

限は、財産又は公の施設の管理及び処分又は廃止に限られ、市のように広範囲で事務を処

理することはできないとされています。また、市町村などは財産区の経費について会計を

仕訳けする必要があります。

島ヶ原及び大山田財産区においては財産区の執行機関は市であり、議決機関は市議会で

すが、財産の管理又は処分に関する事項については、条例に基づき設置された「管理会」

の同意を得る必要があります。


